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被
告
は
、
原
告
ら
が
、
本
件
金
員
請
求
及
び
謝
罪
請
求
の
根
拠
(
訴
訟
物
〉
と
し
て
主
張
す

る
、
①
国
家
賠
償
法
の
頚
推
適
用
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
、
②
大
日
本
帝
国
憲
法
(
以
下

「
明
治
憲
法
」
と
い
う
。
)
二
七
条
に
基
づ
く
損
失
繍
償
請
求
、
③
契
約
関
係
に
基
づ
く
損
害

賠
償
請
求
、
④
立
法
の
不
作
為
に
よ
る
国
家
賠
償
請
求
は
、

い
ず
れ
も
法
的
主
援
と
し
て
そ
れ

自
体
理
由
の
な
い
も
の
で
あ
る
と
思
料
す
る
と
こ
ろ
、
本
準
備
書
面
に
お
い
て
は
、

取
り
あ
え

ず
、
右
①
及
び
②
の
主
彊
に
理
由
が
な
い
こ
と
を
以
下
の
と
お
り
明
ら
か
に
す
る

(
な
お
、
右

@
及
び
④
の
主
張
に
つ
い
て
は
、
次
回
以
降
に
主
援
を
準
備
す
る
。
〉
・
。

請
求
原
因
第
二
の
二
(
国
家
賠
償
法
の
類
推
適
用
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
〉

に
つ
い
て

原
告
ら
は
、

昭
和
二

O
年
八
月
二
四
日
舞
鶴
湾
内
に
お
い
て
、

原
告
及
び
原
告
ら
の
被

の
乗
船
し
た
浮
島
丸
が
沈
没
(
以
下

唱
み

相
続
人
ら
〈
以
下
「
原
告
ら
乗
船
者
」
と
い
う
。
〉

「
本
件
事
故
」
と
い
う
。
〉
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

原
告
ら
乗
船
者
が
鍋
害
を
彼
っ
た
こ

と
は
、
植
民
地
支
配
行
為
の
一
環
と
し
て
の
公
務
員
の
違
法
行
為
に
よ
る
も
の
で
あ
る
か
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し
か

し
な

用

よ
り
公
が式
り 謝
、罪

そ を
も す

そ る

も 義
ポ 務
ツ -JJ~え

ダ あ
ム る
ー旦まF• と
宅缶=- 主
は 強
、
す

① る
軍
。

国

主
義.
の
除

去
、

② 
連
』E3h. 

国

り 右
義

そ 務
の カぜ

損 裁
害 判
を 規
賠 範
償 と
す な
る り
と
、

と 被
も 且cニ

は
、
原

国 tzh z 

家 ら
賠 に
償対
法 し
四
、

条 国、
家
民賠
法償

七 法
一 の一
ニ類
条 推
の 適
頚 用
推 に

適 よ

れ る た

て の 上
い で

、

る あ 日
の てE 本
で て 国
あ
、
憲

る ‘ー・ 法、ー
色、 の 百唱
b よ 文
、
つ

.... 
な よ、』・

の 道 り
よ 義 --， 

つ 的 道
な 義 義
義 務 的
務 国
を よ 家
F目て り た
体 謝 ~ 
化罪 J、ミ

す と き
る 賠 義

立 償 務
法 の L-

iJ< 立 を
欠法 自
け を り
て 義 負
b、務 担
-て 付 し
も 砂 て
、
ら い

- 2 -

範 白 と る もっ

と の 義
、

し 遵 dt、， 務 被
fこ 守 り /J< 島r:::rユ

結 を 同 あ は
果 義宣 る 原
、
務言 旨 tzb z 

明 付 を 主 勺

治 サ 日 張
以 て 本 す 対
来 い 国 る し
の る 憲

。 、
日 -法 す 次、ー
本 と の な の
の 根 わ 理
侵 よ 本 ち 由
略 り 規

、

戦
、
範 日 よ

争 カ と 本 り
、
イ す 国 損

植 ロ る Eま 害
民 E日主， と 、賠

地 Q と ポ 償
支 を も ツ を
配 も ダ 支
を 日

、
ム 払

不 本 同 宮 い
法 国 e主全，主 4旨~・

、

な 憲 ~ を 公
も 法 カぜ 受式
の の カ 諾謝
と 担 イ し 罪
認本 ロ た を
め 規 ーE全r .凶. す、圃

. 
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よ
る
日
本
国
の
占
領
、
③
領
土
条
項
、
④
日
本
国
軍
隊
の
武
装
解
除
、
⑤
日
本
国
民
の
取

扱

〈
戦
争
犯
罪
人
の
処
罰
を
含
む
。
)
、
⑥
日
本
国
の
産
業
の
取
扱
い
、
①
連
合
国
占

領
軍
の
徹
収
、
③
日
本
国
軍
隊
の
無
条
件
降
伏
等
を
規
定
す
る
も
の
に
す
ぎ
ず
、
具
体
的

に
我
が
国
の
坂
本
規
範
で
あ
る
憲
法
の
条
項
を
ど
う
す
る
か
ま
で
を
決
め
た
も
の
で
は
な

い
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、

カ
イ
ロ
宣
言
に
は
、
原
告
ら
の
主
張
の
文
言
(
訴
状
三

O
、
三
一
ペ
ー
ジ
。

た
だ
し
、

正
確
に
は
被
告
第
一
一
準
備
書
面
一
四
、

一
五
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
。
)
が
あ
る
が
、

同
宣
言
は
、

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
、

イ
ギ
リ
ス
及
び
中
国
の
三
国
の
嘗
脳
が
、
戦
争
遂
行
中

-
で
あ
る
昭
和
一
八
年

一
月
二
二
日
か
ら
同
月
二
五
固
ま
で
の
閥
、
カ
イ
ロ
に
お
い
て
、

(
カ
イ
ロ
会
談
〉
結
果
を
宣
言
し
、
日
本
の

重
要
な
対
日
講
和
条
件
に
つ
い
て
協
議
し
た

領
土
等
の
処
理
に
係
る
原
則
を
宣
明
し
た
も
の
で
あ
り
、

そ
の
中
で
朝
鮮
を
独
立
さ
せ
る

と
い
う
右
三
国
の
基
本
方
針
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
原
告
ら
の
主
張
す
る
よ
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う
に
明
治
以
来
の
日
本
の
侵
略
戦
争
、
櫨
民
地
支
配
を
不
法
の
も
の
と
認
め
、

そ
の
結
果

の
回
復
を
要
求
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。

加
え
て
、
憲
法
に
は
本
文
の
ほ
か
に
、

そ
の
制
定
の
理
由
や
基
本
原
則
な
ど
を
宣
明
す

る
前
文
を
付
す
る
の
が
、
通
例
で
あ
り
、

日
本
国
憲
法
の
前
文
も
、
憲
法
制
定
の
理
由
と

と
も
に
新
生
日
本
の
根
本
法
と
し
て
基
本
的
な
思
想
や
原
則
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
が
、

こ
の
前
文
の
持
つ
法
的
性
質
は
、

「
具
体
的
な
法
規
範
を
定
め
る
も
の
で
な
く
、
憲
法
の

基
本
原
則
を
抽
象
的
に
宣
明
し
た
も
の
で
あ
り
、
本
文
の
各
条
項
の
背
後
に
あ
っ
て
そ
の

解
釈
を
指
導
す
る
も
の
で
は
あ
っ
て
も
、

そ
の
基
本
原
則
も
、
司
法
審
査
に
お
け
る
具
体

.'¥ 

ノ

的
な
裁
判
基
準
た
る
法
規
範
と
な
る
た
め
に
は
、
本
文
の
各
条
項
で
具
体
化
さ
れ
る
こ
と

を
j

凄
し
、
前
文
の
み
で
は
裁
判
が
準
拠
す
る
規
範
と
な
る
も
の
で
も
な
い
と
解
す
る
〈
伊

/

/

/

/

f
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海
正
己
・
憲
法
IEUセ
ペ
川
刻
)
の
が
相
当
で
あ
る
。

そ
う
す
る
と
、
日
本
国
憲
法
前
文
が
、
日
本
国
政
府
に
対
し
、
謝
罪
と
国
家
賠
償
を
求

1
・1
1

• 

4 
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昭'た も 一 七 は 改 の て れ

和 の 般 一 、
正 下 み そ

、 、

一 一一
一 で 貫 ぺ 明 手 で る -圃圃' 同 憲、ー。あ し 国 治 続

、
で 日 法

年 る て ジ 憲 明
、 、

か -・・・回.

1¥ 公 結
、._，
法 の 治 我 E b 七，園、

月 大 務 償 と 秩 つ 憲 が 本 施 条
審 員 責 ー 序 と 法 国 国 行-・・園田. 、ー

一 院 の 任 ろ の つ の は 憲 さ の
日 明 違 を

、
下 て 改

、
法 れ つ

判 治 法認 明 f了 正 ポ 及 た と
決 四 な め 治 あ わ 作 ツ ぴ

。
り
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前 昭、ー

七 • し な
、
れ

、
の 伴 和

，.e 、 民 て か 公る 現 改 い お
司園田... 

一
録 国 つ 務 行 正

、
け 一，園、 一

ジ -・・・圃. の た 員 佐 日 手 連 る 年
、 .ノA、ー 賠

。
の 藤 本 続 』ロ、 国- 一
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国
家
賠
償
法
を
類
推
適
用
す
る
余
地
は
な
く
、

ま
た
、

そ
の
結
果
同
法
四
条
、
民
法
七
二

三
条
を
類
推
適
用
す
る
余
地
も
な
い
の
で
、

原
告
ら
の
右
講
求
が
理
由
の
な
い
こ
と
は
鴫

ら
か
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

原
告
ら
の
主
眼
は
、
類
推
適
用
の
名
の
下
に
、
法
律
不
そ
及
の
原
則
及
び
国
家
賠
償
法

の
附
則
六
項
の
規
定
を
無
視
し
た
も
の
で
あ
り
、

到
底
是
認
し
得
る
も
の
で
は
な
い
。

4 

以
上
、

原
告
ら
の
主
張
は
失
当
と
い
わ
な
げ
れ
ば
な
ら

い
ず
れ
の
点
に
お
い
て
も
、

rh

、。
みん

zu

請
求
原
因
第
二
の
三

ハ
明
治
憲
法
二
七
条
に
基
づ
く
損
失
補
償
請
求
)

に
つ
い
て

l 

原
告
ら
は
、

原
告
ら
乗
船
者
が
浮
島
丸
に
乗
船
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
は
「
公
共
の
用
」
に

供
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
し
た
上
、

原
告
ら
乗
船
者
が
浮
島
丸
の
沈
没
仁
よ
り
生
命
を
失

ぃ
、
あ
る
い
は
生
涯
い
え
る
こ
と
の
な
い
傷
を
負
い
労
髄
力
の
多
く
を
喪
失
し
、
夫
や
父

を
失
い
、
生
計
維
持
に
困
窮
す
る
な
ど
、
人
格
権
上
あ
る
い
は
財
産
権
上
多
大
な
損
失
を

8 
寸一一‘ ，唱 ' ‘ 
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被
っ
た
こ
と
は
特
別
の
犠
牲
で
あ
る
と
主
張
し
・
、

原
告
ら
の
敏
っ
た
右
損
失
の
原
因
た
る

行
為
は
、
明
治
憲
法
下
に
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
明
治
憲
法
二
七
条
に
基
づ
き
、
被

告
に
対
し
、
損
失
補
償
の
請
求
が
で
き
る
と
主
張
す
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
原
告
ら
の
請
求
権
の
発
生
根
拠
に
つ
い
て
の
主
彊
内
容
か
ら
す
れ
ば
、

原
告
ら
が
求
め
て
い
る
も
の
は
、
違
法
行
為
に
基
づ
く
損
害
賠
償
で
あ
っ
て
、
適
法
行
為

に
基
づ
く
損
失
を
補
償
す
る
損
失
補
償
の
範
ち
ゅ
う
に
属
さ
な
い
も
の
と
み
ざ
る
を
得
な

い
。
し
た
が
・
っ
て
、
原
告
ら
の
損
失
補
償
請
求
は
、
既
に
こ
の
点
に
お
い
て
失
当
で
あ
る
。

右
の
と
お
り
、
原
告
ら
の
損
失
補
償
請
求
は
、

そ
の
立
論
に
お
い
て
失
当
と
解
さ
れ
る

以
下
念
の
た
め
、
原
告
ら
が
被
告
の
適
法
行
為
を
責
任
原
因
と
す
る
損
失

補
償
を
し
て
い
る
こ
と
を
一
応
の
前
提
と
し
て
、
そ
の
主
張
に
対
し
反
論
す
る
こ
と
と
す

の
で
あ
る
が
、

る
2 

明
治
憲
法
の
下
に
お
り
る
損
失
補
償
制
度
に
つ
い
て

‘一 回』 ・ a 一一ーも-
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A
や

ーへE，

権
の
侵
害
に
対
し
て
補
償
を
与
え
る
か
否
か
は
法
律
に
よ
っ
て
い
か
よ
う
に
も
定
め
る

こ
と
が
で
き
た
も
の
と
解
さ
れ
る

(
田
中
二
郎
・
行
政
上
の
損
害
賠
償
及
び
揖
失
補
償

二
二
六
ペ
ー
ク
。
〉
。
ち
な
み
に
、
当
時
の
学
説
の
支
配
的
見
解
を
代
表
す
る
美
濃
部

達
吉
博
士
は
、

「
民
法
上
の
損
害
賠
償
に
付
い
て
は
、
民
法
に
一
般
的
の
規
定
が
有
り
、

こ
れ
に
該
当
す
る
場
合
に
は
当
然
に
賠
償
義
務
を
生
ず
る
に
反
し
て
、
公
法
上
の
損
失

補
償
に
付
い
て
は
、
此
の
如
き
一
一
般
的
の
規
定
は
欠
げ
て
居
り
、
唯
特
別
の
場
合
に
付

き
そ
れ
ぞ
れ
に
特
別
の
規
定
が
有
る
に
止
ま
る
。
若
し
法
律
に
別
段
の
規
定
が
無
け
れ

ば
、
そ
れ
は
正
当
の
権
限
に
基
づ
く
適
法
な
公
法
的
行
為
に
因
っ
て
生
じ
た
損
失
で
あ

る
か
ら
、
人
民
は
其
の
損
失
を
受
忍
す
る
義
務
あ
る
も
の
と
解
す
る
の
外
な
く
、
法
律

の
規
定
あ
る
を
待
た
ず
し
て
当
然
に
損
失
補
償
を
請
求
す
る
権
利
あ
る
も
の
と
は
認
む

(
美
濃
部
達
吉
・
日
本
行
政
法
上
巻
三
五
七
ペ
ー
ジ
〉

る
を
得
な
い
。
」

と
し
て
、
損

失
補
償
請
求
権
は
法
律
に
規
定
の
あ
る
場
合
に
の
み
認
め
ら
れ
る
と
し
て
い
た
。
ま
た
、

l 唱 一、-一， 一・ ー ~ 一、一 一I ー・・-_巴一 一 、一一吋-~圃晶 -
~- ‘ 同・・・ 唱 b ・ー ・-・--_・-ー~・......，.，.且崎~‘ '" ，司
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-
3
3
3
・，

‘
‘
，
.
，
，
 

d

，
 

3).' 0て
(1 t玄
\~て

， 

定 ち も る 国 存 は 代 七 明
め
、
と も ‘司' 民 在 全 し 法 年 治、，

ら -， も の の は し く た 学 ーノ且、ー 憲
れ行 と を よ 損 な 立 おミ 全 月 法
て 政 同 除 つ 失 い 法 つ 集 四 下
い 裁 憲 き な 捕 以 政 て ⑦ 日 の
た 判 法 裁 結 償 上 策

、 、..J
判 裁

ー 所 下. ~母l 論 の
、
の そ -・・・- 決 半日、ー

と ，、 上 は 請 公 間 も 五 ' 例
か 損 お の

、
求 益 題 そ 四 新 も

b 害 。請 明 を の で も‘ 、 関 一
要 る 求 ミf口h す た あ ど -・・ 一 貫一

行 償 訴 手 憲 る め つ の 五 -ー・・・・ し
政 ノ 訟 続 法 ー 尉 た よ 五 -JA、， て、ー
裁 訴 制 カf 下 と 産 と つ ♂、晶 写cr そ
半日 告E卓~ 度 そ の が 権 い な 一 の一
新 ヲ の も 損 で つ 場 :/ 一 よ一
受 予 そ 失 き 対 Jて a 

、..J
ペ つ

損 理 定 も 捕 な す き
。

失 セ す 存 償 い る で ど ソ 解

橋 ス る 在 と 処 あ の
、
し

償 '- と し '"":) 解 分 り 程 秋 て
を ー な 弘、 さ • 

、
度 山 い，画、 、ー

求 行 ろ か て れ 制 そ の 義 た
め 政 で つ は て 限 の 損 昭 r画、
る 裁 も た

、
い カf よ 失 . 東

訴 判 あ の 法 た さ ヲ 補 国 思‘
え. 法 つ で 律 の れ な 償 家 控

を 一 た あ 'で た 補 を 補 訴
提 -JL、， 。 る 定 あ と 償 認 償 院
起 条 す か め る し 立 め 法 明
す 、J な b の

。
て 法 る 治，園、

る と わ
、
あ も カf か 現 -、

- 12 -

一一- “--‘-一 一 I ム唱 ・.‘『・が〈内二、lIi!IIiI!Bイ一一--じい‘ I 土.-，・‘晶二 a 、 | 
一，
也記出~~出品抗出足~土庁出之官~山.て‘~;.... _;"."-:~!_..::;:.~--~~.~ ~よ単品!jI，ÕIIコOMIJ!恥~己ニr=忌凸ι..出~￥~ニースピニι土土-=士山工
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こ
と
は
で
き
ず
、
補
償
を
認
め
る
法
律
が
あ
っ
て
こ
れ
に
基
づ
き
損
失
補
償
を
求
め
る

場
合
に
初
め
て
、
訴
願
文
は
通
常
裁
判
所
へ
の
出
訴
が
許
さ
れ
て
い
た
。

そ
し
て
、
補

償
を
認
め
る
法
律
が
な
い
場
合
は
、
損
失
繍
償
請
求
権
が
公
権
に
属
す
る
と
い
う
こ
と

か
ら
、

通
常
裁
判
所
へ
出
訴
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
す
る
の
が
通
説
で
あ
り
(
美
濃

部
・
前
掲
誓
三
六

O
ぺ
!
?
、
秋
山
・
前
掲
書
一
五
四
ペ
ー
ジ
〉
、
確
立
し
た
判
例
の

ジ
は
、

〈
大
審
院
明
治
四

O
年
五
月
六
日
判
決
・
民
録
一
三
輯
四
七
六
ペ

i

「
国
家
行
政
ノ
機
関
タ
ル
行
政
官
カ
該
令
ニ
遵
由
シ
テ
臣
民
ノ
物
件
ヲ
徴
発
シ

立
場
で
も
あ
っ
た

之
ニ
賠
償
金
ヲ
下
付
ス
ル
カ
如
キ
行
為
ハ
総
テ
公
法
上
ノ
支
配
ヲ
受
ク
ヘ
キ
ハ
当
然
ニ

シ
テ
索
ヨ
リ
一
私
人
間
ノ
権
剰
関
係
ヲ
規
定
ス
ル
私
法
上
ノ
支
配
ヲ
受
ク
ヘ
キ
理
ナ
キ

ハ
言
ヲ
侯
タ
サ
ル
所
ナ
サ
然
ラ
ハ
即
チ
本
案
徴
発
令
ニ
従
ヒ
下
付
ス
ヘ
キ
徴
発
物
ノ
賠

償
ニ
関
ス
ル
請
求
事
件
ニ
付
キ
通
常
裁
判
所
即
チ
司
法
裁
判
所
ハ
管
轄
権
ヲ
有
セ
サ
ル

ヤ
多
ク
言
ヲ
要
セ
サ
ル
所
ナ
り
何
ト
ナ
レ
ハ
適
常
裁
判
所
ハ
法
律
ニ
明
文
ア
ル
場
合
ヲ

--I 
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明
事
務
〈
大
審
院
昭
和
二
二
年
一
二
月
二
三
日
判
決
・
民
集
一
七
巻
二
四
号
ニ
六
八
九

政
裁
判
法
二
ハ
条
は
、
前
記
の
と
お
り
「
行
政
裁
判
所
ハ
損
害
要
償
ノ
訴
訟
ヲ
受
理
セ

ス
」
と
規
定
し
、
揖
害
賠
償
事
件
は
行
政
裁
判
所
の
管
轄
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
た
。
た

だ
、
官
公
吏
に
故
意
又
は
重
過
失
の
あ
る
場
合
に
当
該
官
公
吏
の
個
人
責
任
を
認
め
る

規
定
(
例
え
ば
公
証
人
法
六
条
、
戸
籍
法
四
条
・
六
条
、

不
動
産
登
記
法
一
三
条
、
民

事
訴
訟
法
五
三
二
条
な
ど
)
が
存
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
明
治
憲

法
の
下
で
は
、
権
力
的
な
作
用
に
関
す
る
限
り
、
国
の
賠
償
責
任
が
認
め
ら
れ
る
余
地

は
な
く
、
大
審
院
の
判
例
も
一
貫
し
て
国
の
責
任
を
認
め
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
す
な

わ
ち
、
違
法
な
租
税
の
徴
収
及
び
滞
納
処
分
(
大
審
院
昭
和
一
六
年
二
月
二
七
日
判
決

-
民
集
ニ

O
巻
二
号
一

一
八
ぺ
!
?
)
、
特
許
法
に
よ
る
特
許
の
不
与
処
分
(
大
審
院

昭
和
四
年
一

O
月
二
四
日
判
決
・
新
田
三

O
七
三
号
)
、
違
法
な
行
政
執
行
(
大
審
院

昭
和
一
六
年

一
月
二
六
日
判
決
・
大
民
判
全
集
九
輯

一
号
六
ペ
ー
ジ
〉
、
印
鑑
証

1 5 





(2) 

こ
れ
に
対
し
て
、

田
中
二
郎
博
士
の
見
解
を
引
用
し
な
が
ら
、
明
治
憲

17 

原
告
ら
は
、

法
の
下
で
績
失
補
償
に
関
し
立
法
が
存
し
な
い
場
合
に
は
、
憲
法
の
規
定
に
基
づ
き
直

接
に
損
失
補
償
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
解
さ
れ
て
い
た
と
主
張
す
る

(
訴
状
三
丸
、

四

0
ペ
ー
ジ
)
。

し
か
し
な
が
ら
、
周
博
士
自
身
、

「
補
償
に
関
し
特
別
の
規
定
の
な
い
場
合
に
は
、

普
通
は
補
償
を
与
え
ぬ
趣
旨
と
解
す
る
こ
と
が
法
の
精
神
に
合
す
る
所
以
で
あ
る
と
い

ひ
得
ょ
う
。
」

(
田
中
・
前
掲
筈
二
二
八
ぺ

1
ヲ
)
と
し
て
い
る
よ
う
に
、

一
般
的
に

は
、
補
償
規
定
の
な
い
場
合
は
、
損
失
補
償
請
求
権
が
発
生
し
な
い
こ
と
を
是
認
し
て

い
る
。

そ
し
て
、
同
博
士
の
見
解
と
い
う
の
は
、

「
補
償
に
額
其
の
他
に
付
て
規
定
の

な
い
場
合
に
、
補
償
の
性
質
に
鑑
み
条
理
に
従
っ
て
解
決
が
為
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と

は
一
般
的
に
認
め
ら
れ
て
い
る
所
で
あ
ら
う
が
、
補
償
の
原
因
に
付
て
も
、
条
理
に
よ

り
、
現
行
の
規
定
を
類
推
し
て
之
を
肯
定
す
べ
き
場
合
が
必
ず
し
も
絶
無
で
は
な
い
で



規 肯 ま 条 る お 存 は 場 あ
F見-と- 定 で 理 .E L Jて よ す

、
A ロ 条 り

'- し も た き そ る 極 で 理 つ
よ よ

、
で 立 可 め あ を

。
ー寸

-っ ヲ 現 つ 同 あ 法 能 て り 用 L-

い と fT て 博 る 会宅 性 控
、
い r、

て す の 直 士 と 欠 を え そ る 同
全 る 規 ち の す 鋲 不 め も ~ 、一一く も 定 見 る す 唆 そ き 一一
百 の L 損 解 も る し

、
も で 九

及 で を 失 は の 場 て か 損 あ へ自
し あ 前 補

、
で j口~ い ーっ 失 る

て る 提 償 右 は る
、
祷 と ジ

い と と 請 の な は 限 償 し 、J

な
』

し 求 と い 憲 す 定 を て と、ー

い ろ て 権 お
。
法 ぎ 的 す い し。 、 、

が り の ず る る て
原 -発 司.‘

条
、
条 か の し、、ー

tEh 3 れ 生 損 項 原 理 否 は る
り す 失 を aεョ= 上 か 補 -・・

'-

Lま 類 る 補 直 b 補 と 償 と、
推 と 償 接 主 償 い の か

‘・・ 解 す の の 張 の ヲ 額 'フ、ー
の 釈 る 規 根 の 与 補 等 明
類 を も 定 拠 よ え 償 り
推 施 の 舟f と つ b の つ か
す し で 存 し れ 原 い な
Aミ て 3ま し て

、
る 因 て よ

き そ な な 補 -・・・圃. ~ と 規 つ
ーー百 の く い 償 般 き の 定
現 発
、
場 カミ 的 場 関 の

、

行 生 あ -a さ a 係 な 司・・・回・

の を く
、

れ
、
が で 般
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し
か
も
、
同
博
士
φ

立
論
は
、
財
産
上
の
特
別
の
強
牲
が
発
生
し
た
場
合
を
前
提
と

公
法
上
の
損
失
補
償
と

し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
同
博
士
は
、

は
「
国
家
(
絡
〉

が
其
の
国
家
的
公
権
の
行
使
に
因
り
特
定
人
に
対
し
其
の
者
自
身
の

責
に
婦
す
べ
き
事
由
に
基
づ
く
の
で
は
な
く
し
て
経
済
上
に
特
別
の
犠
牲
た
る
領
失
を

加
へ
又
は
加
へ
ん
と
す
る
場
合
に
、

そ
の
財
産
上
の
損
失
を
補
填
す
る
為
に
負
う
所
の

公
法
上
の
金
銭
給
付
義
務
を
謂
う
」
と
す
る
美
濃
部
博
士
の
定
義
を
前
提
と
し
、

そ
こ

で
あ
る
こ
と
を
中
核
的
な
要
件
と
し
て
い

で
い
う
損
失
が
「
経
済
上
の
特
別
の
犠
牲
」

(
田
中
・
前
掲
書
一
九
八
、

一
九
九
ぺ

l
ヲ
〉
。
し
た
が
っ
て
、

る
の
で
あ
る

田
中
博

士
の
立
論
は
、
本
件
の
よ
う
な
国
家
の
行
為
に
よ
り
生
じ
た
生
命
・
身
体
に
対
す
る
損

失
の
補
償
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
全
く
想
定
し
て
い
な
い
こ
と
'
は
明
ら
か
で
あ
り
、
そ

も
そ
も
明
治
憲
法
下
に
お
い
て
は
、
生
命
・
身
体
に
対
す
る
損
失
補
償
と
い
う
こ
と
自

体
お
よ
そ
考
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

• • • 



以
上
の
よ
う
に
、
原
告
ら
の
引
用
す
る
田
中
縛
士
の
見
解
を
も
っ
て
、
本
件
損
失
補

2 0 

償
請
求
権
を
根
拠
付
け
る
こ
と
は
到
底
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。

日

な
お
、
原
告
ら
は
、
明
治
憲
法
の
下
に
お
い
て
立
法
の
欠
散
の
場
合
に
は
憲
法
の
条

項
か
ら
直
接
に
国
家
補
償
が
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
趣
旨
の
裁
判
例
と
し
て
東
京

地
方
裁
判
所
昭
和
三
三
年
七
月
一
九
日
判
決
(
下
民
集
九
巻
七
号
一
三
三
六
ペ

i
グ
)

を
挙
げ

ハ
訴
状
四

0
ペ
ー
ジ
)
、
本
件
損
失
補
償
請
求
の
論
拠
と
し
て
援
用
じ
て
い
る
。

右
判
決
は
、
明
治
憲
法
施
行
当
時
、
知
事
の
要
請
に
基
づ
い
て
歌
舞
練
場
を
進
駐
軍

専
用
キ
ャ
バ
レ
ー
に
転
用
し
た
た
め
損
失
を
被
っ
た
と
す
る
原
告
が
国
に
対
し
て
金
員

の
請
求
を
し
た
こ
と
に
対
し
、
中
間
判
決
で
「
本
件
に
つ
き
被
告
は
原
告
に
対
し
て
損

失
補
償
の
責
任
が
あ
る
。
」
と
の
判
断
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
前
記
の
と
お
り
、

明
治
憲
法
を
頂
点
と
す
る
法
体
系
の
中
で
、
補
償
立
法
の
欠
訣
す
る
場
合
は
、
国
家
補

償
請
求
権
が
発
生
し
な
い
も
の
と
解
す
る
の
が
理
の
当
然
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、



る ~・ 礎 得 れ 保 右 身 。品 得 法 ‘ー・・‘ー
公 き と‘な 少 障判 体 財 な 下 の
益 で し い な す 決 産 い よ
上 あ て 趨 か る が 対 上

。
お つ

の り
、
勢 れ 反 公 す の し け な

必
、
特 を 必 面 法 る 損 か る 請

要 旦 定 辿 然 上 侵 失 し 損 求
'コ 人 る 的 お の 害

、
失 権

基
、 -に い 損 に対 仮 補 の、ー

-コe か 生 と 国 て 失 係 す 償 発
く く じ を 民

、
補 る る

、
制 生

制 す た 免 の 国 償 損 補 右 度 を
限 る 特 れ 個 家 制 失 償 判 の 認、
の ‘・・ }J1j な 人 の 度 の を 決 在 め、-
要 と な い 生 任 の 補 語、 の り よ
請 に 犠 と 活 務 存 償 め 見 方 フ
と よ 牲 ー と の 在'を すこ 解 を と、ー
調 て3 は ろ 接 発 意 予 も 正 す
和 て 全 か 触 展 義 想 の 立 解 る
し 私 体 り し 積 し で つ し も、
有 の し

、
極 -っ た あ た な の. 

法 財 負 て -化 き も と い で、' つ

律 産 担
、
れ

、
の て し 事l あ

生 権 に 正 伴 で
、
て 決 ...， -， 

活 の お 義 影 い 国 は 本 も で て
の 尊 い と 響

、
家 な 件

、
4のe 、

メ日L 重 て 公 を そ カぜ く の ー る そ、圃'
理 と -平 及 の 私 、 よ れ と れ、ー
的

-司.. 

れ の ぽ 活 有 ‘・・・ つ は い 自、ー 、ー
安 れ を 観 さ 動 財 の な

、
わ 体

定 補 念 ざ が 産 -生 そ ざ 明、，
を 対 償 を る 多 制 と 命 も る 治
確 す す 基 を か を は . そ を 憲、
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保
し
、
延
い
て
は
将
来
へ
の
予
測
の
可
能
性
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
、
そ
の

基
盤
を
求
め
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
基
本
的
人
権
の
補
償
の
一
環
と
し
て
私
有
財
産
制

2 2 

を
採
る
諸
国
家
に
お
い
て
は
、
甑
次
右
損
失
補
償
制
度
の
進
展
が
図
ら
れ
て
い
る
の
で

旧
憲
法
下
の
わ
が
国
も
そ
の
例
外
で
は
な
か
っ
た
」
〈
下
民
集
九
巻
七
号
一

あ
っ
て
、

三
五

O
ぺ
1
.ジ
)

私
有
財
産
制
度
と
の
調
整
を
強
調
し
て

と
判
示
し
て
い
る
よ
う
に
、

い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
右
判
決
は
、
財
産
権
上
の
損
失
に

つ
い
て
は
と
も
か
く
、
人
格
権
上
の
援
失
に
つ
い
て
は
そ
の
補
償
請
求
の
論
拠
と
し
て

援
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

3 

以
上
の
と
お
り
、
原
告
ら
の
主
強
す
る
損
失
に
つ
い
て
は
、
明
治
憲
法
下
に
お
い
て
は

も
ち
ろ
ん
、

現
行
憲
法
下
に
お
い
て
も
、
・
損
失
補
償
請
求
権
が
発
生
す
る
余
地
が
全
く
な

い
の
で
あ
る
か
ら
、

右
主
張
は
、
失
当
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。


